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研究成果の概要（和文）：本研究においては、次の３点の重要な発見事実があった。１点目は、リーン会計と呼
ばれるシンプルな管理会計システムが生産現場において有効であることである。２点目は、混雑コストを避ける
ために、余裕を持った操業度を許容するシステムが必要なこと、３点目は、インタラクティブ・コントロールが
学習を促進し効果的であること、である。

研究成果の概要（英文）：There were three important findings in this study: first, a simple 
management accounting system called lean accounting is effective in production; second, a system 
that allows a margin of capacity utilization is necessary to avoid cost of congestion; and third, 
interactive control is effective in facilitating learning.

研究分野：管理会計

キーワード： 生産管理会計　原価計算　リーン会計　混雑コスト
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、工場における生産計画や生産管理会計、あるいは工場経理に対してインプリケーションを有する。特
に、原価計算上の配賦をともなうような、精緻だが複雑なシステムは、情報内容の理解がともなわないために有
効ではない点は、社会的意義を有する発見であると言える。また、操業度差異の追求が、かえってコスト増に結
びつくという議論についての実証的な証拠の提供は学術的な価値を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 各種原価計算をはじめとする生産現場で利用される管理会計の設計原理を明らかにすることが，本
研究の主たる目的であった。これまで，原価計算に限らず管理会計システム全般の設計原理は，外部
環境や技術要因によるコンティンジェンシー要因との適合関係，そして他のマネジメントのシステムと
の内的整合性から議論されてきた。 
本研究は，これらの議論を，特に大量生産やリーン生産と呼ばれる生産方式と原価計算の諸要素の
関係へと拡張する。具体的には，１）生産システムが労働についての情報の非対称性をどのように規定
するのか，２）情報の非対称性，技術的複雑性，そして，工員や工場管理者の会計知識の程度は，どの
ように原価計算の設計原理に影響するのか，３）原価計算のあり方は，生産システムのあり方に再帰的
な影響を及ぼすのか，といった内容を「フィールド研究」と「サーベイ研究」，「アーカイバルデータを用
いた研究」などの複数の研究方法を総合して検討する。 
トヨタ生産方式に代表されるリーン生産を採用した企業が，どのような管理会計システムを採用した
のかを探求した一連の研究は（Fullerton et al. 2013; 2014, Kennedy and Widener, 2008），
リーン生産の普及により管理会計が「単純化（simplified）」されていることを発見した。ここでの単純
化とは，製品単位よりも大きい「価値流列（value stream）」ごとに原価計算が行われていること，標
準を設定せず差異分析も実施されないこと，などである。価値流列単位とは，工場をさらに細分化した
単位で，利益計算が可能な単位を指し，価値流列原価計算（value stream costing; VSC）は，原
価を価値流列単位で計算するだけでなく，利益計算をともなうという特徴がある。 
しかしながら，これまでの実証的研究が示してきたことは，トヨタ生産システムのような現代的な生産
システム下では，財務情報よりも非財務情報が重要視されているという結果であった（例えば，Arai 
et al., 2013）。つまり，現代の生産システム化での管理会計の特徴は，１）単純化された管理会計シ
ステム，２）小規模単位での利益計算との組み合わせ，３）非財務情報の活用，という点にある。特に，３）
の非財務情報の活用の議論では，あたかも管理会計の役割がほとんどないかのような理解がひろま
るおそれがあった。その意味では，Fullerton らの一連の研究は，非財務情報が重視されるだけでは
なく，どのような財務情報が活用されうるのかを明らかにしており意義深いものといえよう。もっとも，
彼らの議論は，①非財務情報との関連が議論されていないこと，②サンプルがリーン会計サミットへの
参加企業に限定されたものであり一般化可能なものではないこと，③価値流列単位での原価計算は
利益計算をともなうなど日本企業ではMPC（microprofit center）として知られる管理会計の特徴
と整合的であるにもかかわらず，これらとの関連が議論されていないこと，などの限界があると言える。 
本論文は，このような現状を打破するため，「リーン生産などで知られる現代的な生産システムと適
合的な管理会計システムはどのようなものか？」という課題に取り組む。特に，トヨタ生産システムの発
祥の地でもある日本の企業を対象として，リーン生産との適合的な管理会計システムや，非財務情報
との関係についての探求を行う。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，先述の課題に答えることによって，リーン生産などの現代的な生産システムを含め
た一般的な生産システムと，各種原価計算のような生産現場で用いられる管理会計システムの適合的
関係を明らかにすることにある。その際，コンティンジェンシー理論に従い外部環境や技術特性との整
合性を考慮し（Chenhall, 2003 など），また，コントロール・パッケージとしての内的整合性
（Bedford et al. 2016 など）を視野に入れた分析を行う。 
研究の概要を示すと，次の図のようになる。学術的独自性として，この図のように，これまで個々の
研究で探求されていた会計知識や環境の不確実性などの要因を総合し，各種の影響要因，管理会
計・生産システム，そして利益・原価情報や非財務情報の利用に至るまでを，一般的な日本企業を対
象として検討する点が挙げられるだろう。また，特にリーン生産システム下では，アンドンやカンバンに
よって生産が「見える化」するため，怠業などは即座に観察可能となり，いわゆる「情報の非対称性」は
減少していると考えられる。これは，原価計算による現場のコントロール機能が不要になっている可能
性を示唆しており，この「情報の非対称性」変数を分析に組み込むことは，先行研究では考慮されてい
ない本研究の創造的な点といえるだろう。 
 
３．研究の方法 
 方法は、複数回に分けられたサーベイ研究、およびアーカイバルデータを用いた実証的な研究となる。
次節で、具体的な論文に応じて、これらの詳細を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 研究成果は、複数の論文に取りまとめられている。 
 Matsuo et al. (2021)は、「インタラクティブ・コントロール」と呼ばれる手法が、どれほど効果的な
のかを検証したものである。インタラクティブ・コントロールは、生産現場における管理会計情報の利用
において、決定的に重要とされるが、現場レベルの効果については具体的な証拠が欠けていた。本研
究では、データの入手可能性から、生産現場ではなく看護の現場という状況だが、インタラクティブ・コ



ントロールについての質問票調査と評価についてのアーカイバルデータを利用し、分析を行った。その
結果、インタラクティブ・コントロールが、プロアクティブ・ビヘイビアに正の影響があることが、グループ
レベルのマルチレベル分析によって導出された。 
 Arai (2021)は、群馬県内の事業所・工場を対象として実施された輸送質問票調査に基づいた研
究論文である。本研究は、リーン生産が従業員への権限委譲を通じて情報の非対称性を増加させ、そ
れに伴い財務および非財務のパフォーマンス指標の使用が増加することを示した。この研究では、
135の群馬県の事業所・工場からのサーベイデータを用いて構造方程式モデルを構築した。財務指標
の使用の増加は、工程における利益情報の利用（例えばマイクロプロフィットセンターやバリューストリ
ームコスティング）の採用を促進し、管理会計の簡素化された実践の使用を促進した。非財務指標の
利用の増加は、簡素化された管理会計の実践と視覚的パフォーマンス指標の使用を促進した。さらに、
視覚的パフォーマンス指標は非財務パフォーマンスと相関していた。これらの結果は、リーン生産にお
ける権限の委譲が情報の非対称性を引き起こし、財務および非財務の両方の指標が使用されること
を明らかにし、リーン会計などの管理会計の実践がリーン製造において効果的である理由を明らかに
したといえる。 
 以上より、リーンな会計の利用が生産において効果的であると結論づけることができよう。 
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